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【行ってきましたのコーナー】 

本物の聖火はスタートを切ることなく、現在
中断しています。本通信の中で密かに聖火をリ
レー？をしてきましたが、実はまだ続きます。
栗山先生→倉澤先生と続き、第３走者は三ノ丸
先生です。現在はデパート等での聖火のトーチ
の展示は中断しているのですが、２月下旬に、
御実家の近所のデパートでトーチを手に取っ
て来てくれました。 

トーチリレー続いています！！ 

教えてオリパラちゃん 

【歴史編】 

●オリンピックが４年に１度の理由は？ 

古代ギリシャで行われていたオリンピックに由来 

するもので、４年に１度を「オリンピアード」という１周期にしていたんだっ

て。近代オリンピックを始めるにあたり、創始者のクーベルタン伯爵が１８９

６年を基準に４年に１度を採用したんだよ。これまで、その周期は厳格に

守られ、大会の延期はなく、この周期に当たる年でない場合は中止として

きたんだよ。 

●今までに中止になった大会はあるの？ 

 これまでに３度中止となっているんだ。１度目は１９１６年のベルリンオリ
ンピック。２度目は１９４０年の東京オリンピック。（東京オリンピックは、２４
年後の１９６４年に開催したんだよ。）３度目は１９４４年のロンドンオリン
ピック。原因はすべて戦争によるものなんだって。戦争で開催が困難な時も
あったけれど、現代まで受け継がれてきたのは、オリンピックが単なるスポ
ーツの祭典ではなく、「世界の平和を象徴するための祭典」だからなんだよ
ね。東京２０２０大会もぜひ開催してほしいなぁ。 

 

 

 「今大会第一号のメダルは、〇〇選手だー！」「なんと、世界新記録が樹立されましたっ！！」 
本来であれば、この夏、日本中いや世界中の人々は東京で行われているはずだったアスリートの祭典に白熱していたことと思い

ます。それが、昨年度末から未曽有の事態が世界中を苦しめ、オリンピックどころではない状況が今なお続いています。東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会は１年延期されたものの、開催の可否はまだはっきりとしておりません。オリンピックなんて
やっている場合ではないという声も聞こえてきます。もちろん命・健康が最優先ですから IOC が中止という結論を出したとしても
仕方がないと思います。しかし、学校教育では大会の有無にかかわらず、オリ・パラ教育を計画的に進めています。そして、この
オリ・パラ通信も発行を続けますので、なにとぞ温かな気持ちでお受け取りいただけたらありがたいです。 
※当通信の Vol.１～３は本校ホームページに掲載されています。お時間のある時にぜひ御覧ください。 

 

聖火リレーの伴走者として、現６

年生のダカールビサールさんが選ば

れました。昨年の夏ごろ、「５年生の

男子１名」と東京都から伴走者募集

の通知が来ました。そこで条件に合

った校内の５年生男子に希望を募

り、校長室で厳正な抽選が行いまし

た。そして、ビサールさんに選ばれて

いたのです。   

しかし、大会は延期となり伴走の

話はどうなるかと思っていたとこ

ろ、この度、来年中学生になったビサ

ールさんが走れるということがはっ

きりとしました。そこで、伴走に対す

る意気込みをビサールさんにインタ

ビューしました。 

Q：伴走が決まった時の気持ちは？ 
本番の時にかっこよく走れるよ

うに、みんなの分まで練習を頑張
るぞという気持ちでした。 

Q:延期が決まった時の気持ちは？ 
 しょうがないけど、気持ちはあ
きらめないでいたいと思っていま
した。 

Q:今、どんな気持ちですか？ 
 一年後にやれることが分かった
ので嬉しいです。 

Q：オリンピックは開催してほしいで
すか？ 
 やってほしいです。伴走ができ
るし、色々な人や文化と触れ合え
る機会になるからです。 

Q:観たい競技は 
ありますか？ 
 ラグビーです。 

男と男の熱い勝 

負が見たいから 

です。 

立派に走る姿を 
ぜひ見てくださ 
い！！ 

 

東京大会の延期

発表は、歴史上

初めてのことな

んだね。 

 

アスリートのこぼれ話【アスばな】のコーナー 

 アメリカのメジャーリーグ（野球）が先日開幕しました。二

刀流でおなじみの大谷選手の活躍も期待されるところです。 

今回はその大谷翔平選手のお話です。 

 メジャーリーグのベンチは、選手の足元に食べた後のひまわ

りの種のカスや紙コップが散乱しているそうです。そこに選手

は唾を吐いていることもあり、あまりきれいとは言えない環境

です。しかし、大谷選手はそんなベンチに座りながら、グラン

ドの小さなごみに目が行き届く感性を保っているのです。 

 きっかけは、日本でプレーしていた頃、チームの先輩である

稲葉篤紀選手（現侍ジャパン監督）がベンチ前のごみを拾った

のを見て感動し、それを真似るようになったのです。大谷選手

自身は、ごみを拾う行為を「人が捨てた“運”を拾ってい
る」と表現しました。ゴミを拾うのは小さな行為かもしれませ
んが、その積み重ねにより、どんな時でも自身の平常心を保ち、

冷静にプレーするためのカギとなっているようです。 

 
 
 

  

 

本校のなかよし広場には、「ともだ

ちプロジェクト」として掲げている５ケ国

（アメリカ合衆国、インド、チェコ、パラ

オ、赤道ギニア）の国旗や情報を掲示

するコーナーを設けました。ここでは、

栄養士の佐藤先生とのコラボレーショ

ンが実現しました。各国のあいさつや

ありがとうの言葉、食文化に触れられ

る掲示となっています。また、併設して

その国の場所や日本との時差が分か

るように時計が設置されていて、今そ

の国は何をしている時間だろうと思い

を巡らせられるコーナーとなっていま

す。少しでも「ともだち国」を身近に感

じられるコーナーにしていきたいと思い

ます。 

 
 

現６年生が、昨年度総合的な学習の時間で

オリ・パラ競技について一人一競技の担当を

決めて、インターネットや本を使って調べま

した。競技に関する情報や基礎知識、ルール

や注目選手などその競技の魅力が伝わるよ

うなポスターとなっています。そして、その

作品たちが現在、上野小学校の東側の階段に

掲示されています。併せて、階段には競技名

とピクトグラム、日本代表の愛称も掲示され

ています。地下１階から４階までオリ・パラ

競技の情報があふれていますので、お立ち寄

りの際はぜひ御覧ください。 

 

オリパラちゃん 


